
サッポロホールディングス、生成 AI を全

社員に導入 - 業務効率化と DX 推進に向け

た取り組み 
サッポロホールディングスは、業務効率化とデジタルトランスフォーメーション（DX）推進を

加速するため、2024 年 2 月 3 日からグループ全社員約 6,000 人を対象に、生成 AI ツール

「SAPPORO AI-Stick」（通称：サッポロ相棒）を導入しました。1これは、Amazon Web 
Services が提供する生成 AI サービス「Amazon Bedrock」を基盤に構築されており、文章ベー

スでの会話機能や画像生成機能を備えています。1さらに、社内データを連携させることで、独

自のアルゴリズムによる社内情報を踏まえた回答生成も可能になります。2 

サッポロホールディングスの DX 戦略 
サッポロホールディングスは、「中期経営計画（2023～26）」において、事業戦略・財務戦

略・サステナビリティを支える経営基盤として「DX」を重点活動の一つに位置付けています。
5その中で、全従業員を「DX 人財」へと育成し、あらゆるステークホルダーとともに成長し続

け、お客様と企業の価値最大化を目指し、デジタル技術の活用による業務変革への取り組みを

推進しています。5この目標を達成するため、同社は全社員に対して DX 基礎リテラシー向上を

目的とした研修を実施しており、2025 年からは生成 AI に特化した研修を導入する予定です。2 

生成 AI 導入の背景と目的 
サッポロホールディングスは、ChatGPT の登場を契機に、生成 AI が業務の標準技術となり、

成長の鍵を握ると判断しました。6迅速な対応が必要だと考え、生成 AI ツール導入を決定した

主な目的は以下の通りです。 

● 業務品質や生産性の向上 2 
● 業務プロセスの改善 2 
● 創造性の向上 5 

生成 AI 導入の進捗状況 
サッポロホールディングスは、生成 AI 導入にあたり、段階的なアプローチをとっています。 

1. 2023 年 2 月 1 日、株式会社 Exa Enterprise AI が提供する「exaBase 生成 AI」を、サッポ

ログループ各社の企画・管理系部門を中心とした約 700 名を対象に試験導入しました。7

これは Microsoft 社が提供する GPT モデルを利用する SaaS 形式のサービスで、入力デー

タが GPT モデルの学習には利用されないこと、入力ログなどが確認できる管理ダッシュ

ボードを持つことを踏まえ、採用されました。8 
2. 2024 年 2 月 3 日、全社員約 6,000 名を対象に「SAPPORO AI-Stick」を導入しました。1

「SAPPORO AI-Stick」の導入と並行し、プロンプトテンプレートの展開や活用事例の発

信などを通して、迅速な活用定着を図っています。2 



3. 全社員への導入と並行して、生成 AI に特化した研修を 2025 年から開始する予定です。2 

生成 AI 導入による効果 
「exaBase 生成 AI」の試験導入では、以下の効果が確認されています。6 

● 月間利用者割合：約 56% 
● 月間質問総数：約 1.4 万回 
● 5 か月間での総削減工数：約 5,000 時間（アンケート回答者の申告ベース） 
● 削減できた時間分のコストは、5 か月連続で exaBase 生成 AI の利用料を上回る 

これらの結果から、生成 AI は業務効率化に大きく貢献することが示唆されています。6特筆す

べきは、削減できた時間分のコストが、5 か月連続で exaBase 生成 AI の利用料を上回ってい

る点です。6これは、サッポロホールディングスが生成 AI 導入によって投資対効果（ROI）を

達成していることを明確に示しています。 

生成 AI の具体的な用途 
サッポロホールディングスでは、生成 AI を以下の用途に活用しています。5 

● 文書要約 
● 企画、アイデア出し 
● ソースコード生成 
● 稟議文書の作成や校正 

生成 AI 導入に伴う課題とリスク 
生成 AI の導入は、業務効率化や生産性向上などの多くのメリットをもたらしますが、同時にい

くつかの課題やリスクも存在します。サッポロホールディングスは、これらの課題やリスクを

認識し、適切に対処していく必要があります。 

● 情報漏洩リスク 9：顧客情報、従業員情報、製品開発データなど、機密情報や個人情報を

入力した場合、それが学習データとして再利用される可能性があります。11情報漏洩は、

企業の評判失墜や顧客の信頼喪失、さらには法的責任を問われる可能性もあるため、厳重

なセキュリティ対策が必須となります。 
● 著作権侵害のリスク 9：生成された文章や画像が既存の著作物を侵害する可能性がありま

す。著作権侵害は、法的措置や損害賠償請求に発展する可能性があり、企業のブランドイ

メージを損なう可能性もあります。 
● ハルシネーション 11：AI がもっともらしい嘘を出力してしまう現象。ハルシネーション

は、誤った情報に基づいた意思決定や、顧客への不適切な情報提供につながる可能性があ

り、その影響は軽視できません。 
● 適切な指示を与えることの難しさ 11：AI に意図した通りのアウトプットをさせるために

は、適切な指示（プロンプト）を与える必要がありますが、これが難しい場合がありま

す。適切なプロンプトを生成するためには、AI の特性を理解し、試行錯誤を繰り返す必要

があり、時間と労力を要する可能性があります。 



● 思考プロセスのブラックボックス化 11：AI がどのようにしてその結果に至ったのかを人間

が理解することが難しい。ブラックボックス化は、AI の判断根拠を説明できないため、責

任の所在が曖昧になる可能性や、AI のバイアスによる不公平な結果が生じる可能性も孕ん

でいます。 
● 倫理的な問題 11：AI が差別的な発言や偏見を含む情報を生成する可能性もあります。倫理

的な問題は、社会的な批判や企業の信頼失墜につながる可能性があり、AI の開発・運用に

おいて倫理的な側面への配慮が不可欠となります。 

生成 AI 導入に関する専門家の意見 
生成 AI の導入は、企業にとって大きなメリットをもたらす一方で、上記のような課題やリスク

も存在します。専門家からは、生成 AI の導入に際しては、以下の点に注意する必要があるとの

指摘があります。11 

● 目的の明確化: 生成 AI を導入することで何を達成したいのか、具体的な目的を明確にする

必要があります。明確な目的を設定することで、適切な AI ツールを選択し、効果的な活用

方法を検討することができます。 
● 情報漏洩対策: 機密情報や個人情報の取り扱いには十分注意する必要があります。情報漏

洩のリスクを最小限に抑えるためには、アクセス制限や暗号化などのセキュリティ対策を

徹底する必要があります。 
● 倫理的な配慮: AI が倫理的に問題のある情報やコンテンツを生成しないよう、対策を講じ

る必要があります。倫理的な問題を回避するためには、AI の学習データに偏りがないかを

確認し、必要に応じて修正する必要があります。 
● 品質管理: 生成 AI が出力する情報やコンテンツの品質を管理する必要があります。正確な

情報や高品質なコンテンツを生成するためには、AI の出力結果を定期的にチェックし、必

要に応じて修正する必要があります。 
● 社員教育: 社員が生成 AI を適切に活用できるよう、教育を行う必要があります。生成 AI の

活用方法や注意点などを社員に周知徹底することで、AI の効果的な活用を促進することが

できます。 

生成 AI 導入事例 
サッポロホールディングス以外にも、多くの企業が生成 AI を導入し、様々な業務で活用してい

ます。以下に、いくつかの事例を紹介します。14 

 

 

 

 

企業名 生成 AI の種類 生成 AI の用途 主な効果 



パナソニック コネ

クト 
AI アシスタントサ

ービス 
社内情報検索シス

テム 
生産性向上、検索

時間削減 

江崎グリコ AI チャットボット 顧客対応、社内問

い合わせ 
担当者の負担軽

減、回答時間短縮 

ベネッセホールデ

ィングス 
LLM 新しい教材の開発 個別学習体験の提

供、生徒の学習意

欲向上 

日本コカ・コーラ 画像生成 AI ボトルやロゴデザ

イン生成 

 

ヤマト運輸 需要予測 AI 配送業務量予測 従業員のシフト作

成、車両手配の効

率化 

セブン＆アイ・ホ

ールディングス 
テキスト生成 AI、
RPA 

販促メール制作 制作期間の短縮、

年間約 1 万時間の

労働時間削減 

千代田区立九段中

等教育学校 
校内 GPT 教育現場での活用  

旭化成 データ分析 AI 製造現場の技術伝

承 
安全性と効率性の

向上 

JR 東海  
リニア実験線での

運営効率化 

 

住友ゴム工業  
内製開発の生産性

向上 

 

トヨタ自動車 機械学習モデル トヨタ生産方式の

進化 

 



ソフトバンク  
提案書作成、顧客

対応 

 

三菱電機 Maisart ソフトウェア開発

の効率化 

 

結論 
サッポロホールディングスの生成 AI 導入は、業務効率化と DX 推進に向けた重要な取り組みで

す。生成 AI は、様々な業務に活用することで、大幅な時間削減やコスト削減、生産性向上に貢

献することが期待されます。実際に、exaBase 生成 AI の試験導入では、5 か月間で約 5,000 時

間の削減効果が確認され、削減できた時間分のコストは 5 か月連続で exaBase 生成 AI の利用

料を上回っています。6これは、生成 AI 導入が ROI に繋がり、企業の収益向上に貢献できるこ

とを示唆しています。 

しかし、生成 AI 導入に伴う情報漏洩や著作権侵害、倫理的な問題などのリスクも存在するた

め、適切な対策を講じる必要があります。サッポロホールディングスは、全社員への DX 研修 2

や生成 AI 活用促進のための取り組み 2を通して、これらの課題を克服し、生成 AI を効果的に

活用することで、更なる成長を目指していくと考えられます。 

サッポロホールディングスの取り組みは、日本の製造業界における生成 AI 導入の先進事例と言

えるでしょう。今後、同社の成功事例を参考に、多くの企業が生成 AI 導入を検討していくこと

が予想されます。 
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